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r)<O.()1,他は症例数が少ない為検定LIJ.来なかった).

併用薬については,塩酸プロメタジソは磯極的に周い

た為,治療前平均 45.9mg(11名)から 46.4m留(14

令) に増えたが, ′､ロべリドーノL･は 2.13mg(6名1

から 0.75mg(2名),塩酸チアプリド125mg(5名)

かド)33.3mg(3名),プロムベりドー′し3.0mg(2

塞)から0,塩酸チオリダジソ25mg目 名)からO,

ブロベリアジン 2Omg(1名)から0に減量, べ一一キ

ンリン病の症例では.抗精神病薬を減量出来た為レポド

バを 300mgから 200mgiこ減量可能となった.

不眠が改善せず精神症状が悪化した2名と悪性症候群

た.他に軽度傾眠が2名で出現した.

【考察まとめ】上記結果については,塩酸 トラゾドン

が有する抗ヒスタミン作用による鋲静睡眠作用及び,i,_

ロトニソ糸神経機構を介すると推測される徐波睡眠増加

作用が関与している可能性が考えられる.

今回の結果は,塩酸 トラ､′ドンが痴呆患者の不眠ある

いは精神症状の改善は対して.-一つの選択肢となる可能

性を示すものと思われる.
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演者の研修医時代に.ト分裂病患者とラボ-ノLをつけ

ることは貴重だが,ラポールがついても分裂病は良くな

らない｣,という主旨のコメントを聞いたことがある.

当時はそんなものかと思ったが,その後臨床経験を横ふ

重ねるにつれ ラポー【-ルがつくと,実は病状自体も軽減

してくることが分かった.もっとも分裂病患者はラボ-

ルに障害があるとされているので,分裂病患者のラボ-

ルがつくということは､一見矛盾することを言っている

ように見えるかもしれない.Lかし,そうではない.分

裂病患者はラボ-ルに障害があるからこそ,ラボ-ルが

つ(ことは,治療的に極めて重要なのである.

まず2症例を昼示 したい.2症例ともに50歳代の分裂

病で,独身の男性である.症例 1は,10回近い入院歴が

ある.前回は昭和50年より入院 し 昭和60年に退院 した

那,3カ月襖に滅裂な状態をこなり再入院 し,現在をこ要っ

ている.昭和63年より演者が主治医とた〔た.診察のテ-

ては,高卒後.入社した会社でつき合った ｢女性｣に対

する患者の妄想を中心に進行 した.この症例は,妄想で

ある ｢見果てぬ夢｣を治療者に語っている内にそこから

脱出しつつある.この患者の ｢見果てぬ夢｣は一種のファ

ンタジ-と言えるのだが,それを治療者が共感を持って

聞いたことが,ラボ-ルの成立につながり,ひいては妄

想の消槌に繋がったと考え1､'Ilる.症例2は.全生活史

健忘をともなった分裂病である.患者は.昭和49年6月

末に倒れているところを発見され 救急病院に入院した.

そこで幻聴があることが分かり,稗神病院に転院させら

れた.症状としては.幻覚妄想と全生活史健忘があ-･､た

が.健忘は回復せず入院が継続 した.昭和63年に寸-A.治医

が演者に交代した.以後,患者に対し,共感的,支持的

をこ接 して安定 した治療関係を作り上げることをめざした

ところ.数17-月して健忘は徐々iこ回復し始めた.患者は

現在退院 し.外来通院 している.この症例では.治墳著

との問にラボ一･一′Lがついたことが.健忘の回復だけでは

なく,分裂病自体にも治療的な効果を及ぼしたと考えら

れる,

ラポールについては,多くの論述がある.たとえば,

ラボ-JLは共鼠 ;気持ちを汲む ･察する (土居巨 こと

と重なりあう.井村は,ラボ一一′Lpの成立のためiこ.許さ

れる範囲で.自由で開放的な雰囲気をもつ面接状況をつ

くることの大切さを強調 した.中井は.妄想の下で動い

ている感情に焦点をあてて対語をすることの霧費性を述

べた,以上の点は,演者の見解とも-一致し,症例 1,2

の治療において十分に気を配ったことである.

最後をこ,今後の稗神料治療では多職種で患者のサボ-

.卜する ｢盈｣的側面を無視することはできないが,同時

をニラポ-ルのような,治療関係における r質｣的側面を

忘れないことが大切であると,強調 したい.


